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SO計画とSO－150型ロケットについて

野村民也・吉　山 巌・中　村　　El　色

　　　　　　　　1．緒　　　言

　本誌（23ページ，糸川）にあるよ）に，日本における人

口密度の見地と，ロケット大型化の傾向に備えて，ロケッ

｝D発射時の安生性と信頼度の向上を期するためSafety

Qperati。n｛略称SO）研究班が設けられて，多角的な技

禰究を行なうことになった・Pケ’7卜発射の際の安

全性を確保するための短策としては奨動的，能動的機能

0再面があり，前者は市故に際して起こり得べき実験場

内外の人畜・家屋・施設などの災害を防止する方策を．施

すことであって，すでにその一部は観測班に保安主任を

おくことや，各麺の防護施設・消火器具の増強などにょ

って笑行にi移されている．後者1ま事故の発生によって生

ずべき災害をゴ艮小限に阻定するための技術的方策をたて

ることで，たとえばcommand　destruction（ロケット破

壊司令装置）のような安全装註の適用性を検討し，わが

呂のロケワ｝・難弱場の実儲に即した方式の開発・実用化

をはかることカ；1ヨ樗｛とオ仁る．

現在のロケ’7トの点火系では，点火されたロケッ1・が

なんらかの事故を起二した場合，それによる災害を防止

し得る方法を講ずることは極めて困難である．特に多擾

弍コケットの場合には，1農目の極焼あるいは飛しょう

状1赫異常の時，2段目以降のロケッFの点火を阻止す

碇とができれば，災害の拡大を最小限にすることが可

董と妬s。計函の第畷隅記うした線に沿って進
められている、

　　　　　2．SO計画の技術的問題
SD斑で検討したso言緬は聯三のところ，つぎのよ

」LtiCっている．

まず婁1襲自ケフトの燃焼が正マ｛麺あろか否かを異常

　　　　　む
　　　　一一無

覇トか一一

　　　　瞥率

圃

1；

検出羅ED（Em・・g・n・y　D・tect。r）により検出L，正

常の場合には第2．段ロケットエンジン点火のためのタイ

マET（ele。亡ronic　timerの略称）を起動し，所定秒時の後・

に第2段ロケットエンジンの点火回路を閉じる．別に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰ延時管と圧力スイッチの組合せをETと併用する．また

遠隔司令受信装置（commanding　syste皿）を搭載し，第

1段ヱンジンによる飛し・う状況が正規の径路をはず・

れた場合あるいは羅勝異常と認められた際は，CM

（・。mrnandi・9　・y・t・mの略称）を地上より操作して，

第2殺以後の点火系電源回路をoffとする．なお，切断・

系については従来どおりとして異常の有無にかかわらず：

切断は行なうことにしている、

　以上の機能，操作をまとめて図示したのが第1図で，

1・段目ロケットエンジンの異常燃焼の際には（ED）およ

び（CM）により，また第1農エンジンの燃焼が正常でも

飛し，tう状況が異常あ場合には（cM）によってそれぞれ．

第2段ロケットエンジンの点火を阻止する．

　　　　　　　　3．SO－150珂号機

　SOの技術的研究を飛しょう試験で確かめるために，

小型ロケッb150型を製作した．これをSO－150一工と呼ぶ

　（1）　異常検出装置　本装置で一一一番問題になるのは，

どのような方法で何をいかにして検出するかで，比較的1

容易な方法として考えられるものとしては，第1段ロ’

ケットエンジンの燃焼圧力時間曲線（地上燃焼試験よウ

齪される）よりの異常の有昨一…〒，．．TJ．，

無を検出するのが確実と思わ　　「鵬「　　　　1

れるので，SO－150－1号機で1モ「　　　一　　一

は，この方法を採用すること　　十　　　　　　　　t

とした．　　　　　　　　　　　　　第2図

　　　　　第2図に示す燃焼圧力時問曲線において，

　　　　1’s，　TuおよびPcを予め設定された値とし，

　　　　Tsくt＜乃正において，．PくPcを生じた場合を・

　　　　異常圧力として検出し，次段の点火系電源回路
5
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を切断させるためのiJレーを動作させることと

し，

　（a）　スイッチ付ブルドン管式圧力検出器

　（b）　半導体歪計式圧力検出器

　（c）　Ts，　Tll発生回路

　（d）P，Pc比較回路

　（e）　リレー作動回路
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等を設置することとした．

　本機体にて設定した条件は

　　PH：Ptlのある値以上になると，2殺目の点火回

　　　　　路がoffになる，

　　　Pza：この値以下では2段目の点火回路はoffに

　　　　　なる．

　　　Pcこ2段目の点火系タイマが作動を始めるJ！力

　　　　　で，半導体圧力検出器のreference・

　　Ts：1段目エンジンの点火より圧力比較回路が作

　　　　　動を始めるまでの傑護時田」．

　　TA：ロケットエンジンの燃焼終了時における圧力

　　　　　が正常圧力の75％になるまでの点火よりの

　　　　　秒時，

　第3図は異常検出回路の概i略図で，第4図は各回路に

おける予想出力と作動の関係を示す．

　（2）電子式タイマ　本装置は従来使用されていた遅’

延イグナイタと同じ動作を電気的に行なう装置であっ

て，異常検出装置よりの正常信号を受けて作動が開始

し，あらかじめ設定された時間を経過した後，リレーを

作動させ，第2段目ロケフトエンジンのイグナイタを点

火するための装置である．
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electronic　timerとしては，いろいろな方法が考えら

　　れるが，安全，確実性および小型化の点で，uni・

　　junction　tran5istorを侶三用することとした．二の

　　回路は定数を適当に選定することによって安定度

　　の高いものが得られる。本回路の概略図を第5医

　　に示す．

　　　（3）　テレメータ送信概　テレメータ送僖振に

　　K－8L－・1号機に搭載した送信機と同一性麓の5チ

　　ャネル送信機で，ボデイアンテナを使用．

第3図SO－150－1号機EDブロックダイアグラム

送信方式

搬送周波数

搬送周波数偏移

搬送波出力

入力信号

入力インピーダンス

FM－FM

225Mc

＝100ko

O．5W

O～5VDC
20⑪kΩ以上

副搬送披中心栂波数とチャンネルE分
＿．＿．＿＿＿＿一一〆
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電子式タイマ

ブルドン管鹸出器，

比紋回路

Ts．　Tii回路

撚燈圧力

　　　　　　’　＿＿一

第　4　図

（4）SO－150。ケット。ケ。トはタト径160⇒の1

段。ケ。トで，S。装置の作動を確かめるた・b・・：，　ese

秒時の長い推進薬が用いられている，第6図は本ロケ7

トの全体図と，計測器の取付状怨を示す，
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　　　　　　4，実験結果について

〔u　スイッチ付ブルドン管圧力検出器

発射時の加速度によって異状を生じたためか，または

回路の断線によるものか作動しなかった．

〔2）半導体歪計式圧力測定器

テレメータの記録によればほぼ予定どおりの作動が確

詔された．

（3｝Ts，　Tn発生回路

いずれも動作しなかうた．作動しなかった原因は，最

笏のスタート償号がなんらかの原因で入らなかったと考

えざるを得ない．この原因としてはり一ド線の断線，ま

t；it点火発射後にスクート僧号が送られたかが考えられ

る，いずれにしてもこのような機構にあっては，スター

1信号は絶対確実な方法を購ずる必要がある．
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　（4）　比較回路

　点火時の燃焼圧力の上昇および燃焼終了時の鰍下中の

いずれにおいても良好に動作した．

　圧力上昇時は立上がりが急であるため，設定値で作動

したかどうかは記録から読み取ることはできなかった．

　（5）　リレー回路

　Ts，　Tlyの動作によって，　リレーを駆動する回路とな

っていたため確羅できなかった．

　（6）　租g子茸穐クイマ

　電子式タイマはテレメータの記録より，極めて良好に

設定秒時での作動が確認された．

　第7図には，　これらのテレメータの記録のt・一一・部を示

す．

　　　　　　　　　5，結　　　言

　SO計画は，使用する機器の信頼性に立脚して，はじ

めて妥当なシステムが作られるのであるが，信頼性の潮

拠となる環境条件が明らかでないため，種たの問題があ

る．SO－150一工号機の結果では，異常検出装置の起動方

式その他に問題のあることが判明したが，二れだけの結

果で異常検出装置の価値判断はできない二とである．5

月実験の際，コマンドおよび延時管スイッチの動作試験

を含めて，SO－150－2号機が予定されている．

　わが国のロケ・1卜発射場は面積的な制約があって，そ

の制約をどの程度まで克服しうるかは，SO計画の発展

いかんにあるといわれている．さらに信頼性の高い方式

の開発に，各方面の方ゐの協力を期待すろ次第である．

　　　　　　　　　　　　　（1963年4月27日受理）
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